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研究成果概要 
 
【新種記載】 
	 乗鞍岳において子実体が採取された 2 菌種を新種として記載した。記載文を学術誌に
投稿し、Rhizopogon alpinus および Rhizopogon nitidus と命名した（1）。和文の一般
書でも紹介され、ハイマツショウロ、クロツヤショウロと和名をそれぞれ掲載した（2）。 
 
【集団遺伝解析】 
	 上記の R. alpinus は、他調査地（国内６カ所）においても菌根として確認されたこと
から、本菌種を集団遺伝解析の対象種とした。解析に用いる SSR マーカーを新規に 12
セット開発し、現在解析を進めている。 
 
 これらの研究成果は、学術誌および学会において発表している。また、乗鞍岳での研究・
アウトリーチ活動の様子は新聞でも取り上げられた（3）。 
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